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黒　沢　文　貴
わが国際関係専攻の名物教授であられる兼若逸之先生は、1996年4月に現代文化
学部地域文化学科助教授として、二松学舎大学から本学に着任されました。その後
99年に教授に昇任、2009年4月には学部の改組にともない現代教養学部国際社会学
科国際関係専攻教授になられ、2013年3月めでたく定年退職を迎えられました。この
間、2009年4月から4年間、激職である図書館長を務められたほか、大学評議会評議
員や地域文化学科長など多くの要職を歴任され、教育・研究・大学行政の各分野で大
きなお働きをなされました。そして現在も、特任教授として引きつづき本学に貢献さ
れています。
兼若先生が前任者の池明観先生（『世界』T.K生）、李敏鎬先生（ソウル大学名誉教
授）の後を引き継がれた韓国・朝鮮研究のポストは、当時の日本の大学としては珍し
い分野のポストで、まぎれもなく地域文化学科の看板でした。そのことは学部全体と
しても意識されており、それゆえ学部独自の国際交流として韓国の誠信女子大学校と
のあいだの交換留学制度や夏期学生交流が学部の国際性を示す大きな目玉として設け
られていました（喜ばしいことに、いまや本学全体の取り組みになっています）。
まさに奇遇というべきか、兼若先生は1981年から92年まで、その誠信女子大学校
日語日文学科で講師・助教授・副教授を務められており、日韓学生交流に取り組まれ
る先生のお姿は、水を得た魚のようにいきいきとしておられました。現代文化学部の
所在地でありました三鷹市の国際交流協会をも巻き込んで展開された日韓交流は、大
学と地域との連携としても意義深かったと思われますが、その面でも兼若先生のお働
きには、じつに大きなものがあったのです。
それゆえ兼若先生は大学という狭い世界に閉じこもる、たんなる大学教員でも学
究でもありませんでした。その本質は「傾奇者」であり、しかも稀なことに大人の風
格も兼ね備えておられました。それが先生の生来の資質なのかどうかはわかりませ
ん。ただ少なくとも、「なんで日本人がこんなところにいるんだ」という韓国国民の
冷たい視線が一般的であった1974年に、延世大学校外国語学堂に留学され韓国語を
学ばれて以来、92年に日本に帰国されるまでの18年間を韓国で過ごされたというご
体験が、今日の先生のあり様に大きな影響をおよぼしたであろうことは想像に難く
ありません（ほんとにさまざまなことがあったのではないかと思われます、もちろん
1985年に延世大学校史学科で文学博士号を取得されたことや、なによりもご結婚と
―223―
―224―
いう幸せな出来事も含めてのことですが）。
そんな兼若先生と韓国との出会いは、国際基督教大学在学中の1965年に開催され
た延世大学校生との夏季ワークキャンプに参加されたことだそうで、そこで親しく
なった韓国学生の誘いに応じてさらに翌年、延世大学校の「コリアンセミナー」に2
週間ほど参加されたのが、初めての韓国体験だったそうです。1966年の韓国は、ソ
ウルでも田んぼが広がり、街は埃っぽかったそうで、初めは辛い食べ物も口に合わず
（現在の先生を知る者としては、信じがたいことですが）、韓国の学生と議論してもケ
ンカばかりで、正直言ってもう二度と韓国に来ることはないだろうと思われたそうで
す。それがまた2年後にワークキャンプに参加する気になり、休みの間中韓国に滞在
して語学を学び、「それでもまだ足りない思いがして」、大学卒業後にお金を貯めて留
学する計画を立てられたそうです。
日韓の国交正常化がはかられたのが1965年のことですから、当時の対日感情は相
当にきびしかったわけで、しかも軍事政権下で日本人としては相当に窮屈な思いをさ
れたことでしょう。見知らぬ人に長髪をとがめられ、床屋でばっさりと切り落とされ
たこともあったそうです。しかし酒を飲めばすぐに仲良くなれるのも、韓国流とのこ
と。
当時の日本人の韓国体験として、兼若先生のそれが特異だったということはない
でしょう。先生が最初に感じられたように、本当に二度と再訪しなかった人も、数多
くいたことと思われます。しかし、むしろ強烈な韓国体験が忘れられず、それがどこ
か心にひっかかり、韓国にのめり込んでいったところに、まさに規格外の兼若基準を
もたれている先生の、傾奇者たる所以があるのでしょう。
そんな刺激満載の韓国を自家薬籠中のものとし、キムチの辛さがすっかり肌身に
しみ込まれた兼若先生が、帰国後に取り組まれたとてつもなく大きなお仕事が、ハ
ングル1千万人運動です。言葉は相手の国を知るための基本です。それにもかかわら
ず、日本語を話せる韓国人の多さに比してその逆は少ない。そうした不均衡な関係を
改善して、両国民の相互理解を深めることができたらというのが、兼若先生のとても
大きな見果てぬ夢です。
それは、「初めて韓国語を聞いたとき、音楽みたいな言葉だと思いました。リズム
がよくて、テンポがあって、強弱があって」という、韓国語をこよなく愛されている
先生ならではの取り組みです。NHKテレビやラジオの「ハングル」講座で講師を務
められ、「やさしく楽しく学ぼう」と呼びかけられています。手を大きく回して「マ
ル書いて縦棒はイ」と歌いながらハングルを覚えようというハングル体操の考案こ
そ、まさに兼若先生の面目躍如たるところでしょう。しかも大人兼若先生の取り組み
だからこそ、多くの共感を得て、運動の成果が着々とあがっているのです。
そうした日本での韓国語教育の功績が認められて、2012年秋には、韓国政府から
宝冠文化勲章を受けられました。兼若先生の帰国後には韓流ブームがあり、先生が留
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学されていた当時とは、両国を取り巻く環境は大きく異なります。しかし、日韓両国
を「近くて近い国」にするための先生の燃えたぎる情熱には、なんの変化もありませ
ん。
一人ひとりとのハートフルな触れ合いを大事になされる兼若先生のご健勝とご活
躍とを、いつまでも祈念申しあげます。
